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これまで，イタヤガイの効率的採苗技術の確立をめざし，各種採苗方法の検討を行ってきた。そ

して，底層式採苗方法が採苗効率に優れることを確認した。今年度はiiij年Ki:に引き続き，底層式採

苗方法による採苗試験を沿岸から沖合にかけて実施し，浮遊幼生分布密度調査で得られる結果と比

較しようとした。ま/こ・稚貝付着経年比較のため垂下式採苗試験を行った。

パイについては，沿岸の採繭地点がパイ漁場として利用されていることから、そこでのパイ漁雄

量を調査した。

詳細は「昭和62年度マリンランチング計画プログレスレポート」に報告されているので，ここで

は結果の概要について述べる。

結果の欄要

1．イタヤガイの付着状況

、殻長２mm以下の稚貝の出現状況から，今年の付着盛期はl～２月と推察された。

２．イタヤガイ浮遊幼生の分布密度

各点の幼生分布密度は12月時点で同水準にあったが，その後は沖合域ほど高密度で推移した。今

年度の分布密度を昨年と比較すると，およそl／2であった。

３．イタヤガイの採苗状況

Ｓｔ.Ａの垂下式採苗方法と底層式採苗方法を比較すると，底層式が嘔下式より優れることが確認

された。各点の底層式採苗の比校では,Ｓｔ.Ｃ，Ｄで他の地点の1.5倍以上の採簡成紬が得られた。

４．育成試験

垂下式の稚貝育成では,連結した篭の上段の個体の成長が極めて悪く，上段ほどストレス（振動）

が大きいと考えられた。

５．採苗施設設置海域におけるパイ漁獲量

当域でのパイ漁業従讃者は，恵曇漁協所属の１名のJkで，年間162kg程度しか漁狸していないこ

とがわかった。
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